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エグゼクティブサマリー

ヘルスケアは容易には解決できない労働力の危機に直面し

ており、患者ケアの質、アウトカム、そして医療提供者の財政

的存続すらも脅かしています。2030年までに労働力不足は

グローバルで1000万人分に達すると予測されています。医

療人材の採用や定着にはさらなる障害が立ち塞がっていま

す。このホワイトペーパーでは、オペレーションの合理化、職

員満足度の向上、アウトカムの改善、そしてコストの低減を

同時に実現するための、テクノロジーを戦略的に取り入れた

包括的なソリューションについて論じます。 

Siemens Healthineersの  エンジニアリング担当シニア・デ

ィレクターであるダフネ・ユー（Daphne Yu）は、この危機に

取り組むためにはテクノロジー主導のソリューションが不可

欠であると説き、それを3つの重要な評価カテゴリー（人材、

オートメーション、ロケーション）に分類しています。各カテゴ

リーの課題に対処するための戦略が、多様なグローバル・ヘ

ルスケア組織のケーススタディを通じて説明されています。

最初のケーススタディは、米国の医療グループであるSSMヘ

ルスを取り上げ、最高執行責任者（COO）であるミスティ・ジ

ョーンズ（Misty Jones）氏が、テクノロジーを活用して労働

力不足に対処している事例を紹介します。SSMヘルスでは、

リモートスキャニングプラットフォームとAIツールを活用し

て、画像診断サービスを最適化しています。ジョーンズ氏は、

柔軟な職場環境、革新的なトレーニング、地域社会とのパー

トナーシップを強化して、新しい人材を鼓舞し、パンデミック

中に蔓延した誤った認識を払拭しています。  

2つ目のケーススタディでは、エアランゲン大学病院教授の

マリオ・パール（Mario Perl）博士が主役となり、医療従事者

不足に対処する上でオートメーションが果たす極めて重要

な役割を強調します。自動化システムは、 手術ワークフロー

を最適化し、ミスを減らし、ロボット支援手術を含む技術革

新への道を開きます。パール博士は、オートメーションが業

務上の課題を合理化するのみならず、データ収集、エビデン

スに基づくケア、およびトレーニングの個別化にも貢献し、

手術の実践を変革し、医療提供の効率を全体的に向上させ

る点についても強調します。

3つ目のケーススタディではクレア・スミス（Claire Smith）氏

が代表を務めるアイコン・グループ（Icon Group）を取り上

げ、中国の広大な国土でがん治療の拡大に取り組むための

テクノロジー主導のソリューションを紹介します。アイコン・

グループは、リモートサービスとデジタルサポートを活用す

ることで労働力不足に対処し、治療を合理化し、患者さんの

アウトカムを向上させています。革新的なトレーニングアプ

ローチが、採用の障壁の克服、グローバル・ヘルスケアのあ

り方の変革、患者アウトカムの大幅な改善に効果があると証

明されています。

3つのケーススタディに加え、本稿では人工知能（AI）の新た

な役割についても検証します。 AIは、ヘルスケアの多くの業

務を変革し簡素化することで、ヘルスケアの労働力危機への

対処を支援します。またそうすることで、人材をより惹きつけ

定着させられる職場を作り出すことができます。AIはすでに

、プロセスの最適化、臨床試験のデザイン、より個別化され

た治療計画の立案を支援する予測医療の分野で役割を果

たしています。 

今日医療提供者が直面している労働力の課題を解決するた

めにはテクノロジーの戦略的展開が不可欠であるというこ

とが、このホワイトペーパーのメインメッセージです。

序文

Insightsシリーズ

革新的なブレークスルー、新しいアイデア、創造的な洞察が、より優れた、

より持続可能なヘルスケアの未来にどのように貢献できるのか。

詳しくはInsights シリーズをご覧ください：

  

siemens-healthineers.com/insights-series

At Siemens Healthineers, we pioneer breakthroughs in healthcare.  

For everyone. Everywhere. Sustainably.

ヘルスケアを、その先へ。すべての人々へ。

Siemens Healthineersは、この企業理念（Our Purpose）のもと、ヘルスケアの未来に 

さらなる希望をつなぎ、さらなる価値を提供し続けるべく邁進してまいります。

個別化医療の 
イノベーション

オペレーショナル・
エクセレンスの 
向上

医療システムの
変革

Siemens Healthineersの「Insights シリーズ」は、ヘルスケア業界における世界各国

の著名なリーダーや革新的な取り組みをされている専門家の知識や経験を基にした

ソートリーダーシップ(Thought Leadership)のプラットフォームです。  このシリーズ

では、社会の変化に伴って次々に生じるさまざまな問題を取り上げるとともに、現代

のヘルスケアにおける喫緊の課題に対して、実践的な解決策を提案しています。 

Insights シリーズでは、私たちが今後数年間のヘルスケアを形づくるであろうと考え

ている、以下の3つの包括的なトレンドに焦点を当てています。これらは、ヘルスケア

業界が経験するであろう顕著な進歩や有望な機会でありながら、最も差し迫った課

題でもあります。
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背景

ヘルスケア業界の労働力不足という危機は、患者さんと医療

提供者の双方に根本的な課題を突きつけています。患者さ

んは、医療施設が最善を尽くしても、過重労働と労働力不足

という問題を抱えた状況では、タイムリーにケアを受けること

ができないリスク下にあります。いっぽう医療提供サイドは、

必要な専門職の採用や定着に苦戦しており、経営の存続と財

政の安定が脅かされています。この危機を取り巻く以下のよ

うな事実が、事態の深刻さを浮き彫りにしています。

-  世界保健機関（WHO）は、2030年までに世界中で1,000万

人の医療従事者が不足すると予測しています。¹　  

-  米国労働局によると、毎月3%の医療従事者が離職していま

す。²

-  英国では、NHSは154,000人のフルタイム職員の不足に苦

しんでいますが、不足数は2036年までに570,000人を超え

る可能性があります。³   

-  米国では、医療従事者の47%が、今後3年以内に現職から

離職しようと考えています。⁴  

-  ヨーロッパでは現在、100万人の医療従事者が不足してい

ます。⁵  

-  ヨーロッパと中央アジア諸国の3分の1では、医師の40%が

定年間近です。⁶   

最も裕福な国や都市でさえ、こうした労働力不足の影響を受

けています。危機の原因は、新規採用者のトレーニングが不

十分であること、最前線の医療業務につきもののストレスや

リスクを理由に熟練労働者が現場を離れていること、予算を

制約する財政的圧力、パンデミックによる悪影響など、多方面

にわたっています。

実行可能で長期的な解決策には、公共政策、資金調達、教育、

資格認定、労働力計画におけるイニシアチブを含む包括的

なアプローチ、そして、既成の働き方モデルの変更も辞さな

い積極性が必要です。

 医療テクノロジーにおけるブレークスルーもまた、解決策の

重要な一部であり、業務の効率を上げ、より充実感のある職

場を作り、アウトカムを改善することで付加価値を高めつつ

もコストは下げる可能性を提供するものです。

Siemens HealthineersのCEOであるBernd Montagは次の

ように強調しています。「私たちは、リソースが限られた世界

でもソリューションはいくつも存在すると信じています。これ

らを集結させ、私たちの行動で数百万人の医療従事者と彼ら

が奉仕する患者さんの幸福を実現させることができます。」

   

医療のオペレーションにテクノロジーを戦略的に組み込むこ

とで、事務作業を削減して臨床医の効率を高めることができ、

より多くの時間を患者さんに関わる業務に確保でき、燃え尽

き症候群の問題に対処できます。 例えば、燃え尽き症候群率

が高い放射線科では、機械学習（コンピューター支援検出）が、

放射線科医の画像解析や、より迅速な異常の識別を支援する

ことができます。遠隔画像診断（テレラジオロジー）は遠隔診

断を可能にし、作業負荷を各所に分散させることができます。  

テクノロジーが支援できる分野

ダフネ・ユーはニューヨークのSiemens Healthineersでエン

ジニアリング担当シニア・ディレクターを務めています。ダフ

ネは業務上で、    さまざまな労働力危機を経験している  顧

客に会うことが頻繁にあります。

顧客はよく彼女に、「もっと働き手が必要だ。もっと助けが必

要だ。今あるもので、どうすれば仕事を成し遂げられるのか」

とこぼします。ダフネの考えでは、反復的作業をなくす、ある

いは特定の業務をより多くの人がこなせるようにする等の、

テクノロジーが支援できる分野を見つけることで問題の大半

は解決に至ります。このようなアプローチで新しい人材モデ

ルや異なるワークフローを取り入れることで業務上の自由度

が増し、例えば患者さんとの直接対話など、より付加価値の高

い仕事ができるようになり、仕事の充実感も高まります。

ダフネ・ユーは、2つのソリューションの必要性を強調します。

それは、高いパフォーマンスを発揮するスタッフの役割を増

やして充実感を高めると同時に、新人スタッフのタスクを簡

素化することです。 テクノロジーはその両方で役立ちます。ヘ

ルスケア業界における労働力不足という喫緊の問題には、リ

モートワークを可能にするといった拡張性のあるソリューシ

ョンが必要であり、それは現在の課題に対処するだけでなく、

医療従事者の生活がより柔軟になり、役割がより充実し、新し

い人材や非常勤の人材がよりシームレスに統合される未来

への道を開くものでもあります。

新しいスキルの戦略的開発は、そうしたアプローチの重要な

要素です。医療従事者に新しいスキルを提供することは、新

しい人材を惹きつけるだけでなく、経験豊富な従業員の定着

にも貢献します。さらに、それが組織により高い柔軟性をもた

らし、不測の人員不足や突然の需要急増に対応したシームレ

スなタスクの再配分が可能となり、現在の業界全体の課題へ

の対応に役立つものとなります。7

人材 オートメーション

ロケーション

重要な評価カテゴリー： 
人材、オートメーション、ロケーション

ダフネ・ユーが述べるように、テクノロジー統合への戦略的

アプローチを行うには、3つのカテゴリーについて厳しく評

価することが必要です。すなわち、人材、オートメーションレ

ベル、ロケーション／物理的な近さです。 

このようなレンズを通して職務やワークフローを再認識する

ことで、医療機関としての効率性が高まるだけでなく、スタッ

フや患者エクスペリエンスも向上します。
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人材 

人材のカテゴリーでは、既存の役割を簡素化し、充実させる

取り組みが対象となります。ヘルスケアにテクノロジーを導

入すれば、労働力に大きな影響を与えるでしょう。人工知能（

AI）はヘルスケアに革命を起こし、アウトカム、生産性、効率

を改善する可能性を秘めています。また、患者さんのケアに

より多くの時間を割けるようにすることで医療従事者の日常

生活の質が高まり、それが士気向上や定着率のアップにも

つながります。

2030年までにグローバルで1,000万人の医師、看護師、助

産師が不足するとの予測があります。したがって、より多くの

医療専門家を惹きつけ、訓練し、定着させるだけでなく、彼ら

の時間を最も付加価値を出せるところに確実に使うことが

肝要です。私たちが難易度の高いスキルを効果的に習得す

る方法を模索する中で、新たなトレーニング・モデルやトレ

ーニング・メソッドが注目されてきており、例えばインテリジ

ェントな機械アシスタントがヘルスケアワークフローを再定

義し、さまざまな役割をより取り組みやすくする例などをAI

が提示してくれています。

オートメーション

2つ目の重要な評価カテゴリーであるオートメーションは、

反復作業の負担を軽減する方法にフォーカスしています。オ

ートメーションには、ヘルスケアにおけるテクノロジーの統

合が極めて重要です。 オートメーションは、サービスの迅速

1

この記事でとりあげた人
ダフネ・ユー、Siemens Healthineers  

デジタル技術部門エンジニアリング担当 

シニア・ディレクター  

 

Siemens Healthineersのエンジニアリング担
当シニア・ディレクターで、グローバル・デジタ
ル・ヘルス・イノベーション・チームのリーダ
ー。シーメンスに20年以上在籍し、UCLA、ジョ
ンズ・ホプキンス大学、ウォートン・スクールで
学位を取得。25件以上の特許を取得し、同社
の発展に貢献してきた。

化、プロセスの簡素化、よりスマートな請求業務、より充実し

た臨床サポート、総合的なセルフケアと予防の改善をもたら

すものです。⁹ これにより、ケアチームの負担を軽減し、ワー

クフローを合理化し、臨床的意思決定を強化し、燃え尽き症

候群を減少させることができます。オートメーションとロボテ

ィクスはまた、患者さんの安全性を高め、セルフケアサービ

スへのアクセスを改善し、個別化されたサービスを通じて患

者さんの医療への参加意識を高めることができます。

ロケーション 

3つ目のカテゴリーであるロケーションも重要性が高まって

います。というのも、今やデジタル技術は、予防や健康増進

から治療介入や自己管理に至るまで、ニーズを特定しケア

を提供するための新たな機会を、ロケーションを問わず提

供しているからです。 

ここでの焦点は、柔軟性と接続性を強化し、医療サービスの

広範なデジタルトランスフォーメーションと足並を揃えるこ

とによって、より効率的かつ生産的に働く方法を模索するこ

とでなければなりません。 

患者さんが自分の都合に合わせて特定のタスクを実行でき

るようにする、医療が従来の境界を超える未来の姿をちょっ

と先取りする、これが重要な要素となります。医療情勢が進

化するにつれて、ロケーションベースの医療サービスについ

て真剣に検討することが、   アクセスと接続性の向上という

目標を達成する上で不可欠となります。¹⁰ 

3

2

人材育成におけるデジタルツールの力を認識することは、

ヘルスケア労働力のキャパシティに関する課題に取り組む

上で極めて重要です。バーチャル授業やオンデマンド eラー

ニングは拡張性のあるソリューションを提供し、人材育成を

これまで以上に容易にする点で極めて重要な役割を果たし

ています。デジタルツールを重視することは、   医療におけ

る体系的なテクノロジー統合という、より広域の流れに沿っ

たものであり、  人材管理、オートメーション、ロケーションベ

ースの医療サービスを変革する計り知れない可能性を秘め

ています。組織的な統合は、より効率的で、接続性の高い、患

者さん中心の医療エコシステムの実現を目指すものです。し

かし、ヘルスケアにおけるテクノロジーの恩恵を十分に享受

するためには、こうした変化に伴う課題を認識し、対処する

ことが不可欠です。 そこで、人材、オートメーション、ロケーシ

ョンという3つの評価カテゴリーが重要な意味を持ちます。

これらは、この変革の道のりを先導し、進化を続けるヘルス

ケアの情勢の中でテクノロジーが統合できるよう、重点分野

と全体的な指針を示してくれます。⁸ 

以下の3つの章では、北米、ヨーロッパ、アジア太平洋地域の

医療機関でのケーススタディを取り上げます。 1つ目は、セン

トルイス大学病院・セント・メアリーズ病院COOのミスティ・

ジョーンズ氏が紹介する米国のSSMヘルスのケースで、人

材育成に向けたテクノロジー活用について説明します。2つ

目のケースは、特に手術室における人材不足に対処するた

めのオートメーションとテクノロジーの応用について、ドイツ

・エアランゲン大学病院のマリオ・パール博士の見解ととも

に紹介します。 3つ目のケースは、オーストラリアを代表する

がん治療プロバイダーであるアイコン・グループの事業拡大

に焦点を当て、放射線治療グループディレクターのクレア・

スミス氏の洞察を紹介します。スミス氏は、遠距離ということ

やトレーニングを受けた医療専門職の不足という障害を克

服して中国にケアサービスを拡大する上での課題と、テクノ

ロジーによる支援について概説しています。
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ケーススタディ ：  The Next Generation Workforce – 
テクノロジーを活用した人材の育成と定着

SSMヘルスは、カトリック系非営利の総合医療グループで、

米国中西部以西全域で、患者さんと地域社会のために革新

的で持続可能な思いやりのあるケアの促進に取り組んでい

ます。組織は4万人のチームメンバーと1万2,800人の医療

従事者を擁し、SSMヘルスが掲げるビジョンである「平和、

希望、健康をすべての人、家族、地域社会、特に最も必要とし

ている人たちへ」の実現に向け尽力しています。

SSMヘルスは医療介護の供給拠点をイリノイ州、ミズーリ州

、オクラホマ州、ウィスコンシン州に有し、各種サービスを展

開しています。具体的には、病院、診療所、外来・バーチャル

ケアサービス、高齢者介護施設、総合在宅療養およびホスピ

スサービス、完全に透明性のある薬剤給付管理会社、医療

保険会社、アカウンタブル・ケア・オーガニゼーション（ACO：

オバマケアで導入された医療に関する組織）等があります。

業務を展開するいずれの地域においても、最大規模の雇用

主となっています。 

セントルイス大学病院・セント・メアリーズ病院は、SSMヘル

ス内にある650床の成人向けの大学医療センターです。ミス

ティ・ジョーンズ氏は2つの病院の最高執行責任者であり、

病院運営全般について最終的な責任を負っています。

画像診断サービスは、医療グループ内に分散配置された重

要なサービスの一つです。プラットフォームとして、病気をタ

イムリーに診断するサポートをし、患者アウトカムの改善に

向けた治療計画についてガイダンスを提供します。120年の

歴史を通じて、放射線医学は医療を効果的に提供する礎と

なってきました。放射線医学はかつてない進化の時を迎え

ています。テクノロジー強化の急速な流れには人工知能の

爆発的な普及も含まれ、この分野では大きなチャンスと同

時に課題も生じています。放射線医学は、次世代の医療に向

かって真に進化できるかどうかの瀬戸際に立っています。

今回の技術進化は労働力の危機と時期的に重なっています。

医師と第一線の技師は双方で高齢化が進み（放射線技師の

80%以上が45歳以上、50%以上が55歳以上）、さまざまな

理由で実務から離れていく一方で、放射線医学に入ってくる

人材は僅かです。 労働人口の高齢化に伴い、社会も高齢化

が進み、放射線医学のサービスへの需要が劇的に高まって

います。こうした需要の高まりは、複雑な患者さんの増加と

相まって、長時間労働やオンコール時間の増加をもたらし、

職員の疲労と燃え尽き症候群の原因となっています。 

SSMヘルスは先ごろ、医療技術プロバイダーと戦略的パート

ナーシップを締結しました。パートナーシップの最優先項目

は労働力開発です。そのプランは、画像診断分野の深刻な

労働力不足を補填するために、テクノロジーを活用し、開発

に投資し、地域社会や業界の利害関係者と協力して新しく革

新的な画像診断キャリアを身に着けやすくするというもので

す。 このような取り組みは、業界の専門知識とリソースをも

たらし、Next Generation Workforce（次世代労働力）と名

付けたプランの開発につながりました。Next Generation 

Workforceに含まれるものには、既存の労働力をサポート

するための上昇志向プログラムと専門能力開発、人材をより

早く戦力にするための画像診断技能実習プログラムの創設

、職員が付加価値のない業務にかかる比率を減らしてライ

センスを最大限に活かした実務に集中できるようにする新

たなテクノロジーの探求などがあります。 

既存の労働力に投資する上で重要なことは、専門能力開発

が組み込まれた環境を作ることです。SSMが導入を計画して

いるソリューションがいくつかあります。

そのひとつに、システム活用能力とオペレーション組織改善

能力を身につける次世代リーダー育成プログラムがあります。 

SSMヘルスは、機器導入で得た教育単位（クレジット）を使っ

て、システム画像運用のリーダーをイノベーションカンファレ

ンスに派遣します。また別のソリューションでは、オンサイト

でのスタッフ育成とパフォーマンス・コンサルティングを提供

し、基本から高度なレベルまでの機器トレーニングをサポー

トしています。また、スタッフには厳選された教育メニューが

提示され、成長できる機会が提供されています。

SSMヘルスは、画像診断技能実習プログラムを開発すること

で、   Next Generation Workforceを成長させる余地がまだ

まだあると考えています。技能実習プログラムは、医療グルー

プ内に存在する労働力のニーズを満たすと同時に、プライム

エイジ（25～54歳）の雇用格差が大きい脆弱な地域で包括

的な経済成長を生み出すことが期待されています。2024年

秋開始予定のこのプログラムには、放射線技師とMRI（磁気

共鳴画像診断）技師の2コースがあります。

 

テクノロジーはまた、将来の労働力の変革にも役立つと考え

られます。SSMヘルスは、2025年にリモートスキャニングプ

ラットフォームを導入する予定で、これにより技師は、現場の

臨床スタッフの助けを借りながら、バーチャルな場所からス

キャンが実行できるようになります。この結果、技師は付加価

値の高い方法で時間を最大限に活用し、ライセンスを最大

限に生かした業務を行うことができます。さらに、画像技術や

撮影能力を強化した人工知能（AI）により、放射線科医はより

迅速に重篤な状態を識別し、業務に優先順位をつけ、治療の

遅れを減らすことができます。

所在地： SSMヘルスは、ミズーリ
州セントルイスに本部を置き、ミ
ズーリ州、イリノイ州、オクラホマ
州、ウィスコンシン州に施設を有
する米国最大級の総合医療グル
ープである。

施設：SSMヘルスは、23の院、650

の診療所やその他の外来・バーチ
ャルケアサービス、12の回復期施
設、総合在宅療養、ホスピスサー
ビスで構成されている。

医療提供：すべての人が質の高
い、思いやりのある、手頃な価格
の医療を受けられるようにするこ
とが、SSMヘルスの中心的なコミ
ットメントのひとつである。

従業員：SSMヘルスは、約4万人の
献身的な専門家を擁し、地域社会
への質の高い医療提供を保証し
ている。 

SSMヘルス

著者
ミスティ・ジョーンズ（MBA、MSN、RN）、 
セントルイス大学病院・セント・メアリーズ病院
最高執行責任者 

 

セント・メアリーズ病院・セントルイス大学病院
ミニストリーのCOOであり、セントルイス地域
の運営担当バイスプレジデント。以前はMUヘ
ルスケアで救急サービスのサービスライン・デ
ィレクターを務めていた。ヘルスケアマネジメ
ントにおけるリーダーシップ、オペレーションの
卓越性、ジェンダー平等を提唱し続けている。

人材
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ケーススタディ ：  オートメーションとテクノロジーの活用で人員不足に対応  

医療提供者が直面している労働力不足は、大規模病院でシ

フトを組み、スタッフのローテーションを編成する責任者に

とっては明白なことです。しかし医療の最前線にいる人々に

とっても、それは日々明らかになってきています。エアランゲ

ン大学病院教授のマリオ・パール博士が指摘するように、あ

る外科医が当日の症例に対応する準備をして朝に出勤した

ところ、事前の警告もなく、仕事をサポートする最も優秀な

技師のうち2人がその日の都合がつかない と判明した場合、

重大かつ広範囲な混乱が生じます。パール博士はこのことを

もっと率直に、「これはまさに大惨事です」と述べています。 

問題はその外科医や手術室に限ったことではありません。ス

タッフの欠員は、連鎖的に問題を引き起こす可能性がありま

す。「誰もが欠員を補おうとします」と、パール博士は述べ、外

科医は、予定の手術を計画通り進行させるために、画像診断

プロセスそのものにも集中せざるを得なくなることがあると

指摘します。その結果、業務量が増え、ストレスが増し、より多

くの人が通常の担当範囲外の仕事を割り振られることにな

ります。

パール博士が専門とする整形外科・外傷外科のような、常に

高い専門知識が要求されミスの許されない分野では、労働

力危機に伴う問題やリスクが特に顕著です。スタッフの人数

が不足していたり、頻繁に入れ替わったりすると、技師や外

科医がストレスを受けるだけではなく、高精度の術中画像

が取得できるかどうかが業務の成否に大きく係る複雑な作

業プロセスに、リスクをもたらすことになります。画像の位置

ずれがあると、撮り直しが必要な場合が多く、さらなる作業

と煩雑さにつながります。例えばCアーム担当医療従事者の

離職率は、この問題をさらに複雑にし、シームレスな外科手

術に必要な微妙なバランスを崩しかねません。 

オートメーションは、このような課題に対処する上で、先手を

打つ対応としても、また不測の事態が発生した場合の後手の

対応としても、重要な役割を果たすことができます。医療費を

削減し、仕事の充実度を上げ、人材採用と定着の取り組みを

支援することができます。より多くのスタッフに、より多くのス

キルを身につけさせることができ、業務量をより効率的に分

散させることが可能になります。 また、医療データの収集と

分析を改善するなど、特定の作業にも役立ちます。

自動化システムはまた、人の手で行う手術における医療ミス

の発生率を下げ、術後の合併症を削減することでアウトカム

の改善にも貢献する可能性があります。画像診断システムの

自動化プロセスは特に有望な例です。以前使用した事前設

定位置に自律的に戻ることができる画像診断システムの導

入は、術中画像の精度を高め、ミスアライメントの可能性と

それに続く撮り直しの必要性を削減することによって、手術

室チームの作業を簡素化する可能性を秘めています。手術

ワークフローの特定の側面を自動化することで、スタッフ配

置の問題による業務の混乱を軽減することができ、医療従事

者が患者ケアにより多くの時間を使えるようにすることがで

きます。

 

次の段階として、手術中に医療画像に音声コマンドでアクセ

スする機能を統合することで、手術室内での手順がさらに合

理化できる可能性があります。オートメーションが外科手術

の多くの側面とシームレスに融合し、手術を行うステップと

後方支援のステップを改善して、効率と精度を向上させる、

そんな未来がもう目の前に来ています。

医療プロセスの質と精度を高めるだけでなく、オートメーシ

ョンは仕事の充実度を高め、医療従事者が患者さんと接する

時間を増やし、反復作業や管理業務に費やす時間を削減す

ることを可能にします。パール博士が指摘するように、今日、

医療分野に参入する若い人たちは、「職場におけるパーパス」

にはるかに高い価値を置いています。このパーパスの達成

感が最も強く得られるのは、ルーティンワークを次から次へ

とこなした時ではなく、優れた患者ケアを提供できた時なの

です。 

オートメーションは医療データの収集と管理にも役立ちます。

今日生成されている医療データの量は驚異的であり、このデ

ータを有意義な方法で整理し、活用することは、ますます大

きな課題となっています。術中のデータを収集することによ

り、標準化されたエビデンスベースの外科治療の推進がで

き、また外科医やその他の医療専門職に対する、より個別化

されたトレーニングをサポートすることもできます。11 将来

的には、ロボット支援手術を含む、より複雑な方法でオート

メーションが適用できる可能性があります。ロボット支援手

術は手術室の時間を大幅に短縮し、手技を合理化し、人の手

で行う作業の必要性を最小限に抑える可能性があります。 

いっぽう、自動化されたシステムやプロセスに過度に依存す

ることはそれ自体がリスクを伴うと認識することも重要です。

現在の外科医の多くは、従来の人の手で行う手技に関する

トレーニングを十分に受けていないため、システムに不具

合が生じた場合、手術がキャンセルされたり、延期されたり

する可能性があります。

それにもかかわらず、オートメーション化で多くの医療処置

がすでにより簡単で安全になり、また病院やケアネットワー

ク全体の運営効率が上がり、費用対効果が向上していること

が実証されています。労働力不足が激化し、医療への需要が

伸び続ける中、オートメーションは今後さらに重要な役割を

果たすようになるでしょう。

所在地： エアランゲン大学病院
は、医療施設や研究機関が集中し
ていることから「メディカルバレ
ー」とも呼ばれ、医学の進歩で知
られるドイツのエアランゲンに位
置している。

施設：同病院は、108の診療科、研
究所、センターを擁し、幅広い医療
サービスを提供している。最新の
手術室と医療機器を備え、高水準
の医療を提供している。

医療提供：エアランゲン大学病院
は、腫瘍学、心臓病学、神経学、移
植など、さまざまな専門分野にわ
たる包括的なサービスを提供して
いる。

従業員：同病院には、専門医や看
護スタッフから研究職、事務職な
どまで9,600人以上の職員が  

勤務しており、トップクラスの医療
を提供し、医学知識の向上に努め
ている。

エアランゲン大学病院

この記事でとりあげた人
マリオ・パール教授兼博士、エアランゲン大学
病院外傷外科・整形外科部長 

 

ドイツのエアランゲン大学病院の外傷外科・
整形外科部長。22年以上の経験を有し、ウル
ム大学で医学博士号を取得、科学論文を多数
発表している。オートメーション
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ケーススタディ：  国境を克服－   テクノロジーを活用し、ロケーションを超えてケアを拡大 

クレア・スミス氏はオーストラリアのアイコン・グループの放

射線治療グループディレクターであり、新しい市場や国土が

広大な国で、質の高いがん治療を提供する際に付随する課

題について精通しています。近年、アイコンはオーストラリア

だけでなく、ニュージーランド、シンガポール、マレーシア、

香港、中国本土、英国にも進出し、世界各地に50以上のがん

センターを展開しています。中国におけるがん治療の障壁と

課題は、遠隔地における労働力不足とその解決策を理解す

る上で示唆に富んでいます。 

中国では1分あたり5人以上ががんで亡くなっています。世

界の胃がん、肝細胞がん、食道がんの診断例の約半数を中

国が占めています。疾病負荷は診断の遅れにより悪化します

が、中国の肝細胞がん患者の半数以上は診断時にステージIII 

およびIVの状態です。12 

「健康中国2030」構想の下で実施された最近の医療改革は

、それまでのがん政策を転換し、予防対策を優先しています

。中国政府は、啓発キャンペーンや定期検診による早期診断

の奨励により、健康的な生活スタイルを積極的に推進してい

ます。中国は、がんの5年生存率を2015年の41%と2022年

の44%から、2030年までに47%以上へと上げることを目標

にしています。これには、健康的な生活スタイルを促進する

だけでなく、新しいテクノロジーの開発を加速させることも

含まれます。13  

アイコン・グループのような医療提供者は、中国政府の取り

組みを支援しています。しかし、中国がこうした目標を達成す

るためには、高度なスキルのある有資格の労働力が不可欠

です。中国の課題のひとつは、プライマリー・ヘルスケア従事

者の数が地域や都市部・農村部で偏っていることです。これ

らの格差は依然として深刻な状況です。14  

放射線治療の分野では、放射線療法士、医学物理士、腫瘍専

門医に必要とされる長期間の研修期間が特に大きな課題と

なっており、それが、重要な役割を担う熟練専門家が不足す

る原因となっています。こうした専門家の中でも、医学物理

士は際立って少数です。放射線治療は複雑なもので、特に治

療計画段階では、さまざまな要因や考慮事項ががん治療の

有効性に絡んでくるため、この不足は深刻です。治療では線

形加速器を使って高エネルギー放射線ビームを照射するた

め、最適なビームの角度、線量、照射時間を決定するための

高度な計算が必要となります。その精度は、周囲の健康な組

織へのダメージを最小限に抑えつつ効果的ながん治療を行

う上でとくに重要です。

アイコンは、放射線治療センターの強固なネットワークを構

築し、革新的なワークフローを導入して、労働力不足を埋め

合わせる効率化を図ってきました。アイコン社内の遠隔放射

線治療計画チームを活用し、グローバルネットワークの各セ

ンターの治療計画をサポートするなど、さまざまな施策を実

施しています。このアプローチは、小規模なセンターや遠隔

地や地域コミュニティにあるセンターが抱える特有の課題

に対処する場合に極めて重要です。 

クレア・スミス氏は、「新規スタッフの採用とトレーニングが、

より多くの患者さんにサービスを提供するための最大の障

壁であった」と認めています。この取り組みをサポートする

ためアイコンは、効果的なトレーニングプロセスを開発しま

した。それはオンライントレーニング、対面ビデオ通話による

フォローアップ、アイコンのどの拠点でも受講可能な専門家

の監督下でのプロセスの模擬実行を組み合わせたものです。

「現在、私たちはグローバルネットワーク全体で24時間以内

に放射線治療計画を提供することができます。」

もうひとつ、治療計画ツールも、アクセスが困難な地域や医

療スタッフが不足している地域でも質の高いケアの提供を

可能にするテクノロジーの一例です。AIによる臓器自動輪郭

作成ツールにより、専門医が現場に不在でも、質の高い治療

計画を立てることが可能になります。 

さらに、フォローアップデータ、生存者データ、治療の進捗状

況などの把握と分析においても、テクノロジーは重要な役割

を果たしています。このようなテクノロジーは、ロケーション

の障壁を克服するだけでなく、治療プロセスを合理化し、最

終的には医師やセラピストの貴重な時間を節約するもので

す。患者報告アウトカムの測定は、このテクノロジー統合のと

くに重要な要素として、がん治療へのアプローチをより包括

的で効率的にすることに貢献しています。 

アイコン・グループの中国進出は、統合的かつ戦略的なアプ

ローチが、重要なヘルスケア目標の達成に向けた取り組み

をいかにサポートできるかを示す一例となります。中国の保

健当局は、より効果的ながん治療の必要性を明確に認識し

ており、アイコンはこの課題を受け入れています。 

アイコンが中国で成功した例は、インフラの整備が進んでお

らず、国土が広大で、医療従事者も比較的少人数の地域に

進出する際の課題の一端も示しています。このような問題は、 

中国に限ったことではなく、多くの国や地域に同様の課題が

存在します。革新的なテクノロジーの活用と同様に、医療技

術プロバイダーとの提携が、アイコン・グループがこうしたな

課題を克服する一助となっています。テクノロジーは、医療

提供者と患者さんの間の距離を埋めるだけでなく、さまざま

な場所にいる医療提供者間の橋渡しにも役立っています。

テクノロジーは、急速な人口増加と経済成長に伴う医療需

要の急増にアイコンが対応する助けとなっています。そして

テクノロジーのおかげで、アイコンは事業を安定して成功裏

に拡大できているのです。

Icon Group Australia/Asia

この記事でとりあげた人
クレア・スミス、アイコン・グループ 放射線治療
グループディレクター  

 

クレア・スミス氏は、アイコン・グループの英国
担当ナショナル・オペレーション・マネージャー
で、放射線腫瘍学が専門です。ヘルスケアマネ
ジメントにおける豊富な経験を生かし、オース
トラリア、英国、中国でがん治療サービスを開
拓してきました。

所在地： アイコン・グループはオ
ーストラリアに本社を置き、シンガ
ポール、中国本土、香港、ニュージ
ーランドに拠点を置き、マレーシ
ア、ベトナム、英国ではパートナー
シップを結ぶなど、国際的に事業
を拡大している。  

施設：アイコン・グループは、オー
ストラリア最大のがん治療専門プ
ロバイダーであり、オーストラリア
全土に35以上のがん治療センタ
ーと23の研究センターを有し、世
界中でがんセンター、検診センタ
ー、薬局の設置を続けている。

医療提供：アイコン・グループは、
腫瘍内科、放射線腫瘍学、血液学、
薬局、化学療法など、 
あらゆるがん治療サービスを提供
している。 高度な最先端技術を駆
使して、がんの標的治療を行って
いる。

従業員：3,500人を超える献身的
な医療専門職からなるグローバ
ルチームが、年間50万件以上の
治療を実施している。

ロケーション
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AIが労働力不足への取り組みに果たす役割 

ヘルスケアの労働力危機は、今後しばらくの間は、世界中の

医療提供者にとって課題であり続けるでしょう。医療専門職

の不足が進む中、医療提供者はどのようにしてサービスの規

模を拡大できるのでしょうか。この課題にうまく取り組めると

楽観視できる理由は多数あり、人工知能（AI）のポテンシャル

もそのひとつです。 

AIの応用が人材の課題に対処する上で役立つ可能性を大い

に秘めていることは明らかです。AIはスタッフの能力を補強

することができ、新人の医療専門職が熟練の専門家と遜色な

いレベルで一部の業務をこなすことを可能にします。例えば

AIは、超音波、レントゲン、CT、MRI、核医学など、さまざまなモ

ダリティの撮影において、放射線技師を補助することができ

ます。 

MRIで最も頻繁に行う検査のうちいくつかはワンクリックで

設定可能にすることができ、こうした検査に必要な専門知識

の量を大幅に削減できます。これは、放射線技師が他の画像

モダリティにスキルを広げる際の障壁を下げるだけでなく、

シフトプランニングやスタッフのローテーション作成も容易

にします。

AIはまた、レントゲン、マンモグラフィ、肺CTなど、大量の検診

検査における画像読影を強化することもできます。通常、この

ような画像の読影や解釈に使える時間は限られており、時間

的制約が大きければ大きいほどミスをする可能性も高くなり

ます。ある最近の研究では、放射線科医の読影時間が半分に

短縮された場合、重大な所見が見逃される数は150%以上増

加する可能性があるとの報告があります16。ＡＩを読影等の

作業の補強に使用すれば、放射線科医は異常所見や偶発的

な副所見に、より細心の注意を払うことができます。

もうひとつは前立腺MRIの読影で、これは高度な専門知識を

要する作業です。AIは、若手放射線科医の読影プロセスをガ

イドし、臨床報告書の事前入力を支援し、PIRADS基準に準拠

できるようにします。人による臨床報告書のレビューと承認

は依然として不可欠ですが、AIはミスのリスクを最小限に抑

え、一貫性と正確性を確保します。

反復作業を自動化することは、単に時間と労力を節約する

だけではありません。仕事の成果、生産性、そして仕事全体

の満足度に大きな影響を与えます。テクノロジーは、長時間

労働や疲労によるミスを誘発することなく、反復作業を行う

ことができます。その結果、従業員はより充実した患者さん

中心の仕事に時間とエネルギーを集中することができます。

 

現在、そのような反復作業の多くは、すでに自動化されてい

ます。以下に例を挙げます。 

- 画像診断における肋骨と脊椎のカウントとラベリング  

- 蛍光顕微鏡における細胞計数

- 臨床検査室でのサンプルチューブの仕分け、開栓、閉栓  

- 放射線腫瘍学におけるリスクのある臓器の輪郭描出  

-  病変の検出と臓器の輪郭描出による、診断からがん治療ま

での時間の短縮  

-  弱っている入院患者さんのモニタリング。スマートベッドセ

ンサーによりリアルタイムでモニタリングができ、患者さん

がベッドから転落する前の典型的なパターンを特定し、看

護師に警告を発して事故を未然に防ぐことができます。

オートメーションは、患者さんからの問い合わせへの迅速な

対応、正確な情報の提供、一貫したサービス提供の確保など、

より迅速で効率的な患者サービスも可能にします。その結果、

患者さんの満足度やロイヤリティの向上につながります。

とくに変革的な例は、会話型AIを搭載した患者さんのセルフ

チェックイン機（キオスク）です。これらのキオスク端末から、

患者さんはチェックイン、登録フォームの記入、予約、支払い

、医療記録へのアクセス、新しい医療データのアップロード

が行えます。キオスク端末は、シンプルな言語ベースのイン

ターフェースで、学習曲線がほとんどなく、多種多様なシナリ

オを処理することができるため、チェックイン・プロセスを合

理化し、待ち時間を短縮し、コストを削減し、24時間365日

の利用が可能です。 

AIの可能性は大きな期待を抱かせるものですが、AIの限界

やリスクも明確に理解してバランスを取る必要があります。

AIは強力なツールではありますが、人間の専門知識、判断力

、共感力を代替するものではありません。 AIに関する法的・

規制的環境の変化も注意深く見守る必要があります。AIは新

しい技術であるため、AIが関わった意思決定や臨床手順で

生じた医療過誤や過失の検証については、まだ法的コンセ

ンサスがありません。医師だけでなく、AIアルゴリズムの開

発やプログラミングの責任者も、ミスや過失の責任を負う可

能性があります。

プライバシー、データ保護、データ評価プロセス、臨床検証

の基準、医療機器などにおけるAIの使用の問題に関して新

たな疑問が生じるにつれて、規制環境も進化しています。世

界保健機関（WHO）などは、国際的に認知された規則や規

制の枠組みを構築するための取り組みとして、この問題に注

目しています。

結論として、診断と治療にAIを取り入れることは、医療のパラ

ダイムシフトを意味します。それにより、臨床ワークフローを

変換し、労働力の危機に戦略的に対応します。医療専門職と

AIテクノロジーのコラボレーションは、革新的な未来を約束

し、医療提供の持続可能性を確保し、患者さんの全体的な幸

福感も向上させます。

ヘルスケアにおける
AIのグローバル市場

2024e 2029e

210億米ドル

1,480億米ドル15CAGR* 48%

*Compound Annual Growth Rate

すでに各種用途でAIを 

活用している病院の割合⁸ 75%

現在の医療労働時間の 

うち、2030年までに自動化が
予測されている割合

15–30%
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結論

世界中の医療提供者が直面している最も深刻な課題のひと

つは、労働力の危機です。医療従事者を採用し、訓練し、定

着させることはますます難しくなっており、こうしたエッセン

シャルワーカーの労働力不足は、患者ケアはもちろんのこと、

小規模の診療所や病院からケアネットワーク全体に至る医

療提供者の運営・財務の安定も脅かしています。この問題に

は次の3つの側面があります。 

1.人材不足  

2.自動化の余地がある時間を要する業務

3.距離やロケーションに起因する困難 

世界中の革新的な医療提供者は、さまざまな方法でこの課

題に対応しています。創造的な新しい方法を用いて新しい

働き手の育成を支援し、より魅力的な職場を作ろうとしてい

ます。オートメーションを利用して労働者を反復作業から解

放し、患者さん中心の活動に割ける時間を増やすことで、ケ

アを改善させています。また、テクノロジーを使って距離の

壁を解消し、十分なサービスが届いていない地域や遠隔地

に質の高い医療を提供しています。 

AIは、病院職員の作業負担を軽減する単純なタスクから患

者さんとの対話といったより高度な役割まで、さまざまな革

新的な形で導入され、労働力危機の克服の一助となってい

ます。AIはまた、一連のタスクを精度高く行うことや撮影や

読影のような臨床手順やプロセスを改善する目的で使用さ

れることが増えています。

今日の医療環境の現実では、医療提供者はより少ないリソ

ースでより多くのサービスを提供することが求められていま

す。  医療への需要は伸びを続ける一方で、医療従事者を含

むリソースは不足が深刻化しています。私たちは、労働力問

題を含む今日の多くの問題を解決するためには、創造的な

新しいアプローチと結びつけた、テクノロジーとイノベーシ

ョンが不可欠であると考えています。 

テクノロジーはもはや、単に患者データを管理するためだ

けの道具ではありません。患者さんが自身の医療ケアに参

加する意識を高め、かつては手が届かなかった医療提供者

や専門知識へのアクセスを提供することで、医療全体へのア

クセスを改善できます。テクノロジーはまた、診断精度の向

上とアウトカムの向上にも貢献することができます。 これに

さらにAIが加われば、AIは人間にはできない方法で業務の

実行やデータの分析を行うので、その可能性はさらに大き

な変革をもたらすものになります。各種オブザーバーも指摘

していますが、AI等のテクノロジーが何百万、何千万という

患者データを集約し分析する能力を持った場合、 途方もな

い熟練度に達することになります。

私たちはヘルスケアの将来に希望を持ち、そして私たちは、

より個別化された、より効果的な、そして必要な人がよりアク

セスしやすいケアをご提供する能力を持っていると考えて

います。この取り組みにおいて、テクノロジーは今後も中心

的な役割を果たし続けるでしょう。そして、医療提供者の皆

様としては、今日のイノベーションがもたらす機会を最大限

に活用する上で、業界のパートナーと連携・協働することが

不可欠と言えるでしょう。

Suggested follow-up

• Insights Series Issue 4: Achieve twice as much  
but only work half as hard. Available at:  
siemens-healthineers.com/insights/news/
insights-series-issue-4

• Insights Series Issue 9: Managing the impact 
of caregiver stress and trauma in the COVID-19 
era: a strategy toward resilience-building. 
Available at: siemens-healthineers.com/ 
news/managing-the-impact-of-caregiver- 
stress-and-trauma 

• Insights Series Issue 48: Excellence through  
optimized operations. Available at:  
siemens-healthineers.com/insights/news/excel-
lence-through-optimized-operations

Information:
The Siemens Healthineers Insights Series is our 

preeminent  thought leadership platform,  

drawing  on the knowledge  and experience of 

some of the world’s most respected healthcare 

leaders and  

innovators. It explores  emerging issues and 

provides practical solutions   to today’s most 

pressing healthcare challenges.

All issues of the Insights Series can be found 

here: 

siemens-healthineers.com/insights-series

 

Contact:
For further information on this topic,  

or to contact the authors directly:

André Steinbuss 

Global Head of Core Marketing

andre.steinbuss@siemens-healthineers.com
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Siemens Healthineersは、「We pioneer breakthroughs 

in healthcare. For everyone. Everywhere. Sustainably. 

ヘルスケアをその先へ。すべての人々へ。」という企業理念

のもと、  125年の歴史を持つ医療技術のリーディングカン

パニーとして、ヘルスケアのブレークスルーが新たな可能性

を生み出す世界を前進させたいと考えています。

当社のポートフォリオは、Patient Twinning（患者さんのデ

ジタルツイン）、Precision Therapy（精密治療）、そしてデジ

タル技術・データ・人工知能（AI）の活用という独自の強みを

組み合わせ、画像診断、検体検査から画像ガイド下治療、が

ん治療にまで、臨床上の意思決定や治療方針決定を行う上

で極めて重要な領域を幅広くカバーしています。私たちのイ

ノベーションを通して、個別化医療の推進、オペレーショナル

・エクセレンスの向上、医療システムの変革に貢献するだけ

でなく、医療アクセスの向上、地球環境の保全といったサス

テナブルな社会の実現にも注力してまいります。

Siemens Healthineersでは、世界約7万人の社員が一丸と

なって医療従事者の方々が質の高いケアを提供し、患者さ

んに最善の結果をもたらすことができるようサポートしてい

ます。また、人種や性別のみならず、さまざまな価値観やバッ

クグラウンド、経験、専門知識を持ち、自分らしくありながら

その能力を十分に発揮できる、インクルーシブな企業文化

を推進しています。

To receive thought leadership insights on current

healthcare topics and industry developments, 

subscribe

to the Siemens Healthineers Insights Series here.

All previous issues of the Insights Series can

be found at siemens-healthineers.com/insights-series
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